
広
告

　合併前の3町では、それぞれ町の規模に合わせ公共施設（体育館、図書館、グラウンド等）
を整備してきました。
　平成18年3月20日に誕生した加東市は、それらの施設を引き継ぎ、現在に至っています。 
　一つの市として加東市を見ると、同種の施設が複数あり、同規模の他市よりその重複感があ
ります。 
　そのため、その重複感を解消し、公共施設（道路や上下水道の基盤施設を除く）の適正化を
進め、適切な施設配置と効率的な管理運営を図ることとしています。 
　ここでいう「適正化」とは、単に施設数を減らすことだけではなく、既存施設を
　○廃止・統合すべきもの
　○他用途施設として利活用すべきもの（民間活用を含む）
　○長寿命化を推進すべきもの
に区分し、これらを年次計画により推進することをいいます。 

【
第
一
次
行
財
政
改
革
】

　
市
で
は
、「
行
財
政
改
革
の
推

進
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
課
題

の
一
つ
と
位
置
付
け
、
第
一
次
行

財
政
改
革
（
平
成

１８
年
度
か
ら

２１

年
度
ま
で
の
４
年
間
）
で
、
職
員

数
の
大
幅
な
削
減
や
事
務
事
業
の

統
廃
合
な
ど
に
よ
り

２１
億
円
の
財

政
効
果
を
創
出
す
る
な
ど
、
一
定

の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

【
第
二
次
行
財
政
改
革
】

　
そ
し
て
、
平
成

２２
年
度
か
ら
の

第
二
次
行
財
政
改
革
で
は
、「
加

東
市
は
、
合
併
に
よ
り
市
の
規
模

以
上
に
多
数
の
公
共
施
設
を
保
有

し
、
特
に
同
種
の
公
共
施
設
に
重

複
感
が
あ
る
」
と
の
認
識
に
立
っ

て
、「
公
共
施
設
の
適
正
化
」
を

最
優
先
事
項
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。

【
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
】

　
こ
れ
ま
で
の
行
政
（
自
治
体
）

は
、
公
共
施
設
の
整
備
に
は
注
力

し
て
き
ま
し
た
が
、
整
備
後
の
施

設
の
コ
ス
ト
（
施
設
の
維
持
管
理

費
＋
運
営
費
）
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
把
握
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
施
設
の
初
期
整
備
費
よ
り
も
施

設
の
維
持
管
理
・
運
営
費
が
は
る

か
に
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
施

設
の
企
画
・
設
計
段
階
か
ら
建
設
、

竣
工
、
そ
し
て
運
用
を
経
て
、
寿

命
に
よ
り
解
体
処
分
す
る
ま
で
を

「
施
設
の
生
涯
」
と
定
義
し
、
そ

の
期
間
に
必
要
な
費
用
を
生
涯
コ

ス
ト
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
）

と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

に
占
め
る
初
期
整
備
費
の
割
合
は
、

全
体
の
１
／
４
に
過
ぎ
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
併
に

よ
り
同
種
の
公
共
施
設
を
多
く
抱

え
る
加
東
市
に
と
っ
て
は
、
今
後

の
膨
大
な
維
持
管
理
・
運
営
費
を

負
担
し
て
い
く
こ
と
は
財
政
的
に

相
当
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
や
方

向
性
な
ど
を
定
め
、
適
正
化
を
進

め
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

平
成

２４
年
３
月
に
「
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
」
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

【
今
年
度
の
取
組
】

　
同
種
の
施
設
を
所
管
す
る
部
署

の
職
員
で
構
成
す
る
「
公
共
施
設

適
正
化
検
討
委
員
会
」
を
７
月
に

設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

各
種
公
共
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
取
組
状
況
の
情
報
発
信
を
行

い
、
今
年
度
中
に
公
共
施
設
の
適

正
化
の
方
向
性
を
委
員
会
か
ら
市

長
に
具
申
し
ま
す
。

　
一
方
、
市
議
会
に
お
い
て
も
、

「
公
共
施
設
の
あ
り
方
検
討
特
別

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
加
東
市

の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

新庁舎整備後の旧 3 庁舎の活用
○社 庁 舎：解体（駐車場整備）
○滝野庁舎：北はりま消防本部
　減災・防災啓発施設
　救援物資保管
○東条庁舎
　・本館：解体（駐車場整備）   
　・新館：救援物資保管
　・別館：加東消防署東条分署 

　幼児教育に対する関心が高い
反面、定員に対して、園児数が
少ない状況にあります。

　北播磨でいち早く学校施設の
耐震化を完了しましたが、9小
学校のうち小規模な小学校で児
童が減少しています。
　校区再編なども視野に入れる
状況も予測されます。 

　立地条件などからバリアフリ
ー化が進んでいなかった東条中
学校で整備に着手しました。 

　3館の大ホールの合計定員は、
1,678人で北播磨で一番多い状
況です。3館それぞれに特徴が
ありますが、全てを維持してい
くことは相当な負担になります。

　4館の合計蔵書数は、北播磨
で突出して多い状況です。図書
館は市町間で相互に利用が可能
ですが、利用者の半数近くが、
市外の方である図書館があります。 

　新庁舎整備とあわせて、方向
性を定めます。

市
　
庁
　
舎

施
設
区
分

施
設
数

現 状 と 課 題

市
立
幼
稚
園

市
立
小
学
校

市
立
中
学
校

文
化
会
館

図
　
書
　
館

公
　
民
　
館

３
施
設

２
施
設

９
施
設

３
施
設

３
施
設

４
施
設

３
施
設

　新庁舎整備に伴い、社中央体
育館を廃止しました。
　また、施設の活用状況から東
条東体育館を廃止しました。
　今後は、老朽化した体育館の
統廃合などにあわせて、市の規
模に見合った新たな体育館等の
整備についての検討も必要です。 

　多目的グラウンド、野球場、
ソフトボール場など8施設があ
ります。滝野総合公園多目的グ
ラウンドを除いて施設水準が低
く、借地の課題もあります。

　やしろ鴨川の郷の4 面を含め
てテニスコートは 16面あります。
そのうち14面が夜間照明を備え
たオムニコートです。残りの2
面は、利用者が少なく施設水準
も低い状況です。

　市内には公立私立あわせて
16保育所あり、そのうちの4園
が市立保育園で、全て社地域に
あります。現在、待機児童はな
く、公立私立で提供するサービ
スに差はありません。 

　児童館は、児童福祉法で設置
が義務付けられた施設ではなく、
利用者がほぼ限定されているため、
親子の交流拠点や居場所として
機能するとともに、福祉的な援
助機能の付加が求められています。 

　温泉施設は、東条福祉センタ
ーとどろき荘と滝野交流保養館

（滝野温泉ぽかぽ）の2施設があ
ります。周辺で、温泉施設が整
備・充実される中で、施設の老
朽化と利用者の減少が課題にな
っています。 

体
　
育
　
館

施
設
区
分

施
設
数

現 状 と 課 題

グ
ラ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

市
立
保
育
園

児
　
童
　
館

温
泉
施
設

６
施
設

８
施
設

５
施
設

４
施
設

２
施
設

２
施
設

【同種の公共施設の現状と課題】

公共施設の適正化

公
共
施
設
の
適
正
化
に

取
り
組
み
ま
す

【
部
　
　
門
】

　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
・
工
芸
、

　
書
、
写
真

【
応
募
規
定
】

　
資
格
　
満

１５
歳
以
上
の
方   

 

　
　（
た
だ
し
、
中
学
生
は
除
く
）

　
出
品
点
数
　

　
　
各
部
門
と
も
１
人
２
点
ま
で

　
出
品
料
　

　
　
１
点
に
つ
き
５
０
０
円

※
応
募
作
品
は
未
発
表
・
自
身
の

作
品
の
み
可
。
各
部
門
ご
と
の

規
格
・
注
意
事
項
等
は
、
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
作
品
受
付
】

　
平
成

２６
年
１
月

１８
日

（土）

　
　
　
　
　
　
　

１９
日

（日）

　
　
　
　
　
　
　

１０
時
〜

１６
時

　
滝
野
図
書
館
２
階

　 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
伝
」

【
展

示

会
】

　
平
成

２６
年
２
月
５
日

（水）
〜
９
日

（日）

　
滝
野
図
書
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
伝
」
お
よ
び
３
階
会
議
場
で
、
入

賞
・
入
選
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

※
審
査
結
果
は
ハ
ガ
キ
で
直
接
通

　
知
し
ま
す
。

【
表
　
　
彰
】

　
最
優
秀
賞
　
各
部
門
１
点

　
　
　
　
　
　
副
賞
　

１０
万
円

　
優
秀
賞
　
　
各
部
門
３
点
　
　

　
　
　
　
　
　
副
賞
　
３
万
円

　
奨
励
賞
　
　
各
部
門
若
干
名
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
品

※
各
部
門
と
も
、
賞
に
該
当
す
る

　
作
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
表
彰
式
　
平
成

２６
年
２
月
９
日

（日）

　
　
　
　
　

１３
時

３０
分
〜
　

　
　
滝
野
公
民
館
２
階
多
目
的
室

　
募
集
要
項
は
、
市
各
庁
舎
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
社
公
民
館
、
滝
野
公
民
館
、
東

条
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
　

　
　
　
　（
滝
野
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
４
８
・
３
０
７
３

第
８
回
加
東
市
公
募
美
術
展
作
品
募
集

第
８
回
加
東
市
公
募
美
術
展
作
品
募
集

第
８
回
加
東
市
公
募
美
術
展
作
品
募
集

あ
な
た
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

新
規
に
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
た
方
は
、

福
祉
年
金
の
申
請
を

　
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方

に
は
、
加
東
市
福
祉
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
新
規
に
手
帳
等
の
交

付
を
受
け
た
方
で
福
祉
年
金
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
９
月

１３
日

（金）
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
福
祉
年

金
申
請
書
お
よ
び
振
込
口
座
依
頼

書
を
、
お
近
く
の
窓
口
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

　
な
お
、
昨
年
、
福
祉
年
金
を
受

給
さ
れ
た
方
の
申
請
は
不
要
で
す

が
、
振
込
口
座
を
変
更
さ
れ
る
場

合
は
、
口
座
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。
印
鑑
と
振
込
口
座
の
番
号

が
わ
か
る
も
の
を
持
っ
て
、
左
記

の
担
当
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

支
給
基
準

　
９
月
１
日
現
在
で
、
１
年
以
上

加
東
市
に
住
所
を
有
し
、
下
表
に

あ
て
は
ま
る
方

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
担
当

　
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

支
給
方
法

　
１０
月

２５
日

（金）
に
口
座
振
込
で
支

給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
部
社
会
福
祉
課
（
社
庁
舎
）

　
　
４
３
・
０
４
０
９

○
２
つ
以
上
の
項
目
に
該
当
す
る

場
合
は
、
支
給
額
が
最
も
多
い

項
目
だ
け
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
の
等
級
な
ど
の
基
準
日
は
、

平
成
２５
年
９
月
１
日
で
す
。

１５，０００円
８，０００円
５，０００円

１５，０００円
８，０００円

１５，０００円
８，０００円

１５，０００円

身 体 障 害 者 手 帳

療 育 手 帳

精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳

障 害 基 礎 年 金 （精 神）

１・２級
３・４級
５・６級
Ａ・Ｂ１

Ｂ２
１・２級

３級
１・２級

対 　 　 　 象 　 　 　 者 支 給 額
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